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大切な宝物
寒かった冬も終わり、吹く風にも春の息吹を感じる季節

になりました。
有馬小学校では、卒業式の予行練習も終わり、学校全体

が卒業式の空気に包まれてきました。予行練習で卒業証書
を受け取る6年生一人一人の表情も、緊張した中にもたく
ましさを感じます。

先週、卒業を控えた6年生の2クラスで、授業をやらせて
いただきました。卒業前の貴重な時間ですが、6年生の担
任の先生は快く時間をくれました。「一度しかない人生をい
かに生きるか」というテーマで、授業をしました。2クラ
スとも、子どもたちは真剣に授業に臨んでくれて、充実し
た授業になりました。この授業の中から、一つでも何かを
掴んでくれればと思います。明日はいよいよ「卒業式」。一
度しかない人生を、一人一人が自分らしく大切に生きてほしいと願っています。
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“服のチカラプロジェクト”有馬高校と交流
「ミャンマーの

子どもたちはこん
なに喜んでくれま
した。」
３月１７日（金）
の臨時朝会に、有
馬高校の生徒さん
が服を集めたお礼

に来てくれました。
高校生になると、小さい頃に着ていた子ども

服を捨ててしまい多く集まらないことから、小
学生に直接お願いしてみようと始まった企画で
す。社家小、門沢橋小から声かけをして、昨年
度から有馬小にも声をかけてくれました。夏の
ありまっ子スクールにも、少林寺拳法部とダン
ス部が参加してくれて、有馬高校との交流が深
まってきています。

有馬小から送
られた服が、ミ
ャンマーで子ど
もたちに配られ
て喜んでいる画
像が紹介され、
興味深く見入っ
ていました。

お別れ式
３月１５日（水）に１

～３年生と６年生の「お
別れ式」が行われました。

３年生がしっかりとリ
ードして、１，２年生を
引っ張っていきます。心

のこもった贈る言葉と歌「ありがとうさような
ら」で６年生に感謝の気持ちを表しました。

６年生からは、お礼の言葉と歌のプレゼント
が贈られました。体育館が、温かい空気に包ま
れ、とてもよい式になりました。

むし歯をなくしてほしい！
学校歯科医の杉崎先生から、子どもたちのむ

し歯をなくしたいと、歯ブラシとデンターミラ
ーをいただきました。ありがとうございます。

もうすぐ、勉強・
部活と忙しくなる中
学校生活が始まりま
す。歯磨きのよい習
慣をつけて、歯を大
切にし、むし歯をな
くしてほしいと思い
ます。



行 事 予 定
３月 ２２日（水） 第１２４回卒業証書授与式

２３日（木） 短縮４校時
２４日（金） 修了式

短縮３校時
２５日(土) 春休み

４月 ～４日（火）
５日（水） 始業式

進級写真撮影
６日（木） 入学式（１３：００）

１０日（月） 対面式 給食開始（２～６年） 「ほころび始めた校庭の桜」

有中学区小中一貫教育の取り組み
“人のつながりを創る”“学びのつながりを創る”

昨年度から取り組んできた「有中学区小中一貫教育」も、こ

の3月で2年目を終了します。社家小と門沢橋小は、中学校と

離れた「分離型」。有馬小は、中学校がすぐ隣の「隣接型」の

小中一貫教育の取り組みになります。それぞれの特徴に合わせ

て、その良さを活かした取り組みを工夫しました。

例えば、社家小と門沢橋小は、中学校とは離れていますが、

互いに近いという立地条件を活かして、2校の交流活動を行い

有馬中濱田先生「算数の楽しい授業」 ました。3年生同士が総合の学習を発表し合ったり、6年生同

士がスポーツ交流をしたりして交流を深めました。

また、有馬小と有馬中は、あいさつ運動をお互いの学校に入って行ったり、連合運動会の選択

種目について中学校の保健体育の先生に教わったり、リレーの選手が陸上部の生徒の指導を直接

受けたりすることができました。夏のありまっ子スクールでは、演劇部の生徒さんが、いじめを

題材にした発表をする中で、小中学生が一緒にいじめについて考えるという取り組みも行われま

した。これまでにはなかった取り組みが少しずつ始まってきています。これらの取り組みを大切

につなぎながら、有馬地区の子どもたちを9年間のスパンで心豊かに育てていきたいと思います。

“６年お別れ集会”児童集会
1～5年生が、クラス

ごとに工夫して6年生
を迎える「6年お別れ
集会」が、3月10日
（金）に行われました。

6年生と一緒に、「ド
ッジボール」や「震源
地はどこだ」などをやりながら、どのクラスも
盛り上がり歓声があがっていました。このよう
な取り組みを通して、在校生は感謝の気持ちが

育ち、6年生には慈
しみの心が育まれ
ます。4月からは、
中学生として、小
中一貫教育の橋渡
しをしてくれるこ
とでしょう。

“ダンスクラブの発表”
「今日は、応援に来てくれて、ありがとうござ
いました。」

インフルエンザの流行で、なかなかメンバー
全員がそろわず、延期が続いていたダンスクラ
ブの発表が、２月２８日（火）長昼休みに行わ
れました。

練習の成果もあり、息もぴったりで観る者を
惹きつけます。４年生から６年生が一つになり
すばらしいステージになりました。応援に来た
子どもたちも
声援をあげな
がら盛りあげ
てくれました。
来年はダンス
クラブに入り
たいと思った
３年生もいた
ことでしょう。


